


発表者について
•創価大学教職大学院修了後、川崎市公立小学校に勤務。（現在９年目）

•大学院時代は、文学指導について研究。

•現場に出てからは、説明的文章指導、漢字指導、音読指導などに興味の範
囲を広げつつ、細々と実践研究を継続。

•主な受賞：「わたしの教育記録」入賞（2015,2016年）、読売教育賞（2018年）、
国語科学習デザイン学会優秀論文賞（2020年）

•漢字指導、音読指導等について現場教師向け単著を発刊。



本日の講演の概要

（１）一般的な漢字指導の問題点

（２）漢字指導の改善と具体的実践

（３）ご質問への回答



（１）一般的な漢字指導の問題点とは

•定着していないこと

•画一的な指導に陥っていること

•一度教えたら終わり、になっていること

•運用力を育てることまで視野に入っていないこと



一般的な指導とは・・・？！
一文字か二文字授業で教え、家で練習ノートに
練習させる。
テスト問題を教え、次の日に小テスト。
その流れを繰り返していき、一年間で配当漢字
を学習し終える。
その後学期末５０問テストは、あらかじめ問題
を配布して学習させてから行う



定着していない・・・！？
•「漢字５０問テスト、抜き打ち（予告なし、初見問題）

でできますか？」

•※前年度の漢字定着→全国平均５９％（ベネッセ調

べ）



画一的な指導に陥りがち

→元々知っている漢字にばらつきがあるのに、同じ字を同じだ
け練習させられる。「練習のための」練習になっている。
また、もう読めて書ける子も、全く読めない子も、読み書き
「同時に」練習をさせられる。



「一度指導したら終わり」になりがち

一度教え、ドリルに書かせ、ノートに練習させ、小テ

ストを行えば、「指導した」ということでその後のこと

は子ども任せになっている。

年度初めに学習した漢字はそのまま放置され、いき

なり学期末テストを迎える→覚えているわけない



運用力育成まで目が向いていない

•小テストも５０問テストも、問題をあらかじ

め伝えることで子ども達が、出題される用

例でしか漢字を覚えないこと



（２）漢字指導の改善と具体的実践

•読みを先に学習する「漢字ドリル音読」

•漢字ドリルを徹底的に、個別進度で進める

•ノート練習を使い分ける

•小テストを改良する



読みを先に学習する

• 漢字指導は基本的に「読み書き分離」の方がよい。

→読める漢字と書ける漢字は違う。だから、まずは読みを完璧にしていき、段々書けるようにした

方がよい。（この考えの初出は大正時代の成城小学校の実践です。諸見里朝賢・奥野庄太郎（１

９２１）『読方教授の革新 : 特に漢字教授の実験』大日本文華出版部）

• それなのに現状は「読み書き同時」指導になっている。

• 「読める」ようになった子の習得は早い。逆に漢字が苦手な子の多くは「読めない」。



漢字ドリル音読 素
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漢字ドリルを徹底的に、個別進度で

• 「練習ノート」を全員にやらせるのは意味が無い。

• スキルだけを徹底的にやらせるだけでも覚える。漢字ドリル・スキルは全国で使われている。

• ある程度「繰り返し書く」ことは、文字習得において、欠かせないと心理学で立証されている。→
「書き順」を徹底すべき。

• 教師から１ページごとにチェックを受け、自分のペースで進める。

• 「音読」→「指なぞり」→「書き順」→「空書き」→「鉛筆なぞり」→「書く」



期限を決め、「自分のペース」で進める

•やり方を徹底して指導した後、「自分のペース」で進めさせる。

•今まで画一的な進め方に慣れていた子どもたちは、意欲的に取り
組む。

•時々、自分を振り返らせる。自己調整学習につなげる





ノート練習を使い分ける

•漢字を書けるように練習する「漢字練習」

•漢字を使えるように練習する「漢字活用練習」

•二つを区別する。やり方を指導する。



漢字練習とは

•大前提として、「書けない漢字」をノートに練習する。

•「書けない漢字」を見つける方法を指導する。

•練習の方針は、「少なく丁寧に」、「多くの字を順番

に」



セルフチェックのやり方

読み以外を隠し、空書きできるかチェックしていく。できなければ、印をつけ、漢字練習。
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漢字活用練習

•セルフチェックで書けない漢字が見つからなくなっ
てきた子は、活用練習へ。

•熟語など他用例をたくさん集めていく。

•熟語を集めるだけでなく、意味を調べたり、文を
作ったりしていく。



漢字活用練習具体物





漢字小テストの改良

•漢字小テストで書けたからといって、子どもは使えるとは限らない。

•「小テストで書けたのに数か月後忘れている」「（小テストでできてい

るので）読みも書きも分かっているのに漢字を使わない」は非常に

あるある

•漢字小テストがただの「一時的な記憶」を試すものになっている。評

価のための評価になり、子どもの力を伸ばすものになっていない。



他用例を書き込ませる



上位層は更に頑張る



テストに向けた練習法が変わる！



自ずと５０問テストも・・・



作文（日記）も変わる！



ご質問回答コーナー

• 「とめ・はね・はらい」について

• 進度の差をどうするか

• 子ども達の意欲を高めるには・・・

• 漢字が極端に苦手な子には・・・
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